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Abstract

　　　Many　pyrophyllite　deposits　and　kao1量n　deposits　occur　in　liparitic　rock　regions　of

Hikami－gun　and：Kanzaki－gun，Hy6go　prefecture，and　are　of　hydrothermal　origin．，

　　　In　this　report，the　description　is　con且ned、to　the　deposits　of　the　Ikuno－Kaibara　area，

the　most　typical　ones　with　some　associated　clay　minerals．

　　　In　this　area，　1iparite　and 3cidic　pyroclastic　rocks　belonging　to　volcanicε至ctivity　of

Tertiary　age　have　been　intruded　by　quartz　porphyry　and　granitic　rocks，　and　later　covere（i

by　andesitic　lava　flows．

　　　Pyrophy皿te　deposits　of　the　Ochidani　district　are　generally　irregular　in　form　and　consist

of　pyrophyllite　and　quartz．　Associated　minerals　found　in　this　deposit　are　diaspore，kaolin

and　alunite．Bqt　k＆01in　deposits　of　the　Osawa　mine　andIFukuyama　mine　are　mainly　com孕osed

of　kaolinite　an（1dickite　associated　with　diaspore，quartz，alunite，barite　etc．

要　　旨

　兵庫県の中部山地から北部にかけて，第三紀中新世の

火山活動期に噴出した酸性噴出岩が広く分布し，特に石

英粗面岩に伴なわれた幾多の蝋石鉱床・明磐石鉱床など

の浅熱水性交代鉱床がある5

　筆者らが調査した鉱床のうちカオリン質蟻石鉱床は谷

川鉱山・大沢鉱山・福山鉱山であり，葉蟷石質蟻石鉱床

には越知谷，北神および丸越の各鉱山がある。明馨石鉱

床としては栃原鉱山があり，また福山蟷石鉱山の一部に

明馨石鉱床が伴なわれている。

　このうち大沢鉱山のように小さな鉱化変質帯内に葉蟷

石鉱体とカオリン鉱体が生成されていることがあり，各

鉱床とも，パイロフィライト・カオリン鉱物，明馨石，

ダイアスポア・石英が共生関係をもつている。

　資源的に蟻石鉱床をみると葉蟻石質鉱床は生野町の東

側，越知谷附近の熱水変質帯に限られているようであ

るが，カオリソ質蝋石鉱床は兵庫県中部山地以北に散在

し，単一鉱床とこれを囲む熱水変質帯の範囲が広大で

・ある。

　＊鉱床部
綿大阪駐右員事務所

淋＊元所員

1。緒　　言

　中国地方の東部山地にあたる，兵庫県北部氷上郡およ

び神崎郡生野町ρ周辺地域には第三紀の火山活動期に噴

出した，石英粗面岩および同質凝灰岩が広く分布し，こ

れらを母岩とし後火山作用によつて生成された，多くの

熱水性のカオリソ質蝋石鉱床・葉蝋石質蝋石鉱床お訴び

明馨石鉱床が胚胎する。』

　筆者らはこのうち稼行中の主要な鉱床について，昭和

30年10月24日から11月13日まで，若干の鉱床調査

を行つた。

　当地域のある鉱床は，すでに片山信夫4）5’，岩生周一31，

安藤武1）などによつて調査結果が発表されているので地

質，『鉱床における記載の重複を避け，おもに．鉱床の性状，

母岩の変質，鉱石の鉱物組成などについて報告する。

　越知谷葉蝋石鉱床は昭和27年に岩生周一・高橋博が

調査を実施したが，こ玉に便宜上調査結果の概要をとり

まとめて報告する。

　各鉱床の調査に際し，それぞれの鉱業権者から鉱石の

試験資料が提供され，また山元で調査上の諸便宜が与え

られた。こ瓦に感謝の意を表する。

・鉱床別の調査担当者は次の通りである・

　谷川鉱山の鉱床：上野・塚脇

53一（263）



地質調査所月報

大沢鉱山の鉱床；　　　上野・塚脇

栃原鉱山の明馨石鉱床：〃　　ケ

越知谷鉱山の鉱床：岩生・上聾・高橋

北神，：丸越鉱山の鉱床二上野

福山鉱山の鉱床二ヶ

2．地質概要

　兵庫県氷上郡柏原町から西方の神崎郡北部および中部

の生野町に属する地域および越知村一帯麻，石英粗面岩

類が分布し，この地域の各所に同岩類を交代したいくつ

かの浅熱水性鉱床群が生成されてy・る。この地域は古生

1
層 が基盤をなし不整合関係を示す，中生層および第三紀

層が局所的に堆積してはいるが，酸性噴出岩類が広く噴

出して，これらを覆つているために，分布範囲はきわめて

小さい。また古生層・第三紀層および酸性噴出岩類を貫．

ぬく浅性花嵩岩質岩石．・石英斑岩・玲岩・安山岩・玄武

岩などが発達し，当地域に露出する大部分の岩石が火成

岩によつて構成される。当地域の地質は生野図幅，但馬

竹田図幅2）などによつて明らかにされているので，おも

に鉱床附近を中心とした地質の概要を述べる。

　すなわち谷川鉱山附近では，柏原町の北側一帯に酸性

噴出岩に覆われた古生層が僅かに露出する。古生層は

主として千枚岩質粘板岩がらなり，砂質粘板岩・チャー

ト・灰緑色千枚岩・石灰岩などを挾有し，生野町北部に

露出する古生層よりも変成度が低く，但馬竹田図幅によ

れば上部古生層の氷上層に対比される。

　またこの地域の古生層はお二むねNW－SE，30～600NE

の走向・傾斜を示し，チャートを母岩とするマンガン鉱

床・赤白珪石鉱床などがある。

　第三紀層は生野町の西側から栃原南部にかけて露出す．

る，酸性凝灰岩・凝灰角礫岩および黒色頁岩であつて』

石英粗面岩により覆われている。この第三紀層からは化

石が発見されず，地質時代が明らかにされていない。』

　石英粗面岩・同質凝灰岩・同質角礫岩などの酸性噴出

岩類は，当地方に最も広い分布を占め，班岩ないし変朽安

山岩・石英安山岩と複雑な累重関係を示しているが，』安

山岩類は播但線長谷駅附近では東西約4kmの間に露出

し珊岩の北側犀辺部に．細長く石英安山岩が帯状に分布

している。また生野町附近においては，石英粗面岩質角

礫凝灰岩上に石英粗面岩が発達し，これらを紛岩が覆づ1

ているが但馬竹田図幅によると氷上郡藍田村では石英粗

面岩上に珊岩が流出pて駒り，野外調牽だけでは相互関

．係は詳かにL難い。しかし生野鉱山の坑内で地表下約

600mまでの間の鉱山地質調査結果7）によ為と，下部から

基性凝灰岩・頁岩・凝灰質砂岩・頁岩・酸性凝灰岩・角

（第9巻第4号）
　も
礫凝灰岩・石英粗面岩・安山岩・凝灰質頁岩・凝灰岩・

玄武岩・石英粗面岩・変朽安山岩の累重関係が明らかに

され，これらは第三紀中新世の火山活動期に噴出したも

のと解釈されている。

　石英斑岩および浅性花嵩岩質岩石は，趣知村木畑地区・

から杉原谷村にわたる地域その他に露出し，古生層と石

英粗面岩を岩株状に貫ぬいており，，生野図幅説明書によ

れば，上記噴出岩類の後に滋入したものと考えられて

いる。

　既述の諸岩石のうち浅熱水成の蟻石鉱床は，石英粗面

岩と同質凝灰岩中にだけ胚胎され，特に石英粗面岩を母

岩とすることが多いのは同岩噴出後の後火山作用による

ものであろう。

　当地域の石英粗面岩は流状構造を示すもの，斑晶石英

および斜長石に富む彩晶質のもの，角礫構造のあるもの

などきわめて岩相変化に富み，また越知谷鉱山附近に露

掛する石英粗面岩のように，ソー星微斜長石が多豆・石英、

斑岩様のものまであつてゴおそらく本地域の各所から相

前後して噴出し，現在みられる広犬な分布を占めたもの

と考えられる。

　石英粗面岩は一般に淡青灰色を呈し，黒雲母1角閃石

を含み，所によっては破璃長石・ソーダ微斜長石あるい

はカリ長石によつて交代された斜長石を伴なうものがあ

る。石英粗面岩曝多くの場合軽度に絹雲栂化および緑泥

石化されている。

3．鉱床概説（第1図参照）

当地域の蟻石鉱床を地区別に大別すると

　（1）氷上郡柏原町南西約5kmの山地にあるカオリ

ン質蝋石鉱床群（谷川鉱山・田中谷川鉱山〉
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第1図調査鉱山位置図
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　（2）生野町の南西，長谷村栃原地内の鉱床群一カオ

リン質お‡び葉蝋石質蟻石鉱床（大沢鉱山）・明馨石鉱床

（栃原鉱山）

　（3）越知村越知谷地区の葉蟻石鉱床群（越知谷鉱山・

：丸越鉱山・北神鉱山その他）

　（4）　神崎郡神崎町福本地内の明馨石を伴なうカオリ

ン質蝋石鉱床群（福山鉱山）

の鉱床生成区に分けられ，（1）地区以外の各鉱床は，そ

れぞれの鉱床生成区においてほ黛NW－SE方向に発達

する，熱水変質帯中に雁行状に配列する。これらの鉱床

のうち・カオリン質蟻石鉱床には明馨石が密接に共生

し，特年明馨石の含有が多い蟻石鉱床ので部を明磐石鉱

床として稼行Lている場合がありヲダイアスポアの生成

も葉蠣石鉱床に比較Lて著しい。

　葉蟻石鉱床にはカオリン質蟻石鉱床中にパイロフィラ

イトρ石英・ダイアスポアからなる小鉱体もあるが，当

地域では越知谷地区に偏在し，中国地方東部における唯

一の葉蟻石鉱産地である。

　鉱床はいずれも石英粗面岩・同質凝灰岩を母岩とす

る浅熱水塊状交代鉱床で，地表から浅い所に生成され，

鉱床上部が露出するものが多い。鉱床をとりまく母岩の

変質には葉蟷石鉱床の外側に絹雲母化帯が発達Lている・

が，ヵオリン質蟻石鉱床の周辺にはカオリン化帯を生ず

る傾向がある。また当地域の鉱床に．珪化作思の顕著な

ものには，福山鉱山のカオリン質鉱床上部に多孔質珪化

帯が発達する以外にほとんど認められず，栃原明馨石鉱

床および北神葉蜷石鉱床の周辺，その他各鉱床の内部に

珪質の部分が伴なわれている程度である。

　鉱床生成の時期に関する明確な根拠はないが，母岩で・

ある酸性噴出岩が，第三紀中新世の中期から末期と考え

られている関係上，鉱床の生成が石英粗面岩の噴出後の

火山作用と解釈すれば中国地方の岡山県三石地方，およ

び広島県勝光山地区の葉蝋石鉱床とほ貸同時期の生成に

よるものと思われる。

4．鉱床各説

・　　　4．1　谷川鉱山のカオリン質蝿石鉱床

　　4．1．1　位置・交通

　　　山元は兵庫県氷上郡久下村字金屋地内にあり，柏原町

　　の南西直距約5kmの山地（三角点548．8m）が南に延び

　　る尾根の上で，標高約476mの地点に位する。

　　　福知山線と加古川線との分岐点，谷川駅から金屋部落

　　塗経て山元に至る間は約4、5kmである魁途中の鉱山・

　　事務所から山元まそに比高約200mを登らねばならず，

　　谷川駅から採掘場までは徒歩約2時間を要する。

　　　鉱床が尾根の上にあるので，鉱石の搬出は次の2コー

スによつて行われる。

　（1）山元鞄700m軽索起点約400m貯鉱場
　　　　コム車　　　　軽　索・
　　　　　　　　　　約4聖轟屋経由谷川駅
　　　　　　　　　オートニ輪

　（2）山元約900m貯鉱場（石籠寺〉約6聖ム

　　　　軽索　　オートニ輪
　　　　　　　　　　　　岩屋経由久下村駅
　4．1．2　鉱業権関係

　鉱山名；大阪窯業，谷川蟻石鉱山

　登録番号；兵庫県試登6，088号

　鉱種；蝋石

　鉱　区：兵庫県氷上郡久下村字金屋

　鉱業権者二大阪市北区中之島3丁目，朝日ビル内，大

　　　　阪窯業株式会社

　4．1．3地質・鉱床（第2図参照）

　山元附近は石英粗面岩地帯であつて，流理構造を認

め，斑晶石英が少ない流紋岩・石英および斜長石斑晶に

富む彩晶質石英粗面岩および石英粗面岩質凝灰岩が累

重し，下部の古生層から山元の高さまで約350mに達

する。

　これらの岩石は安山岩岩脈によつて貫ぬかれ，鉱床を

中心として径約1kmの範囲が熱水変質作用を蒙つて，

脱色，粘土化された部分が多く，緑泥石一絹雲母・モソ

モリ戸ナイトを含むものが各所に認められる。また鉱床

の一部に角礫凝灰岩を母岩としてい為所には炭化木が含

まれ，谷川鉱床の東方約1kmにある田中谷川蟻石鉱山・
附近の右英粗面岩中には粘板岩・チャートなどゐ角礫を

多量に捕獲している。

　鉱床はおもに石英粗面岩および同質凝灰岩を母岩とす

る熱水性のカオリン質蟻石鉱床であづて，カオリン化作

用のほかに，珪化作用・明鐸石化作用を伴ない黄鉄鉱の

生成はきわめて少ない。

　本鉱床の開発が初期にあり，現在の切羽附近を表土剥ド

ぎしたにすぎないので鉱床の全貌を明らかにし得ない

が，第2図に示されるように1鉱床の賦存範囲はお丼む

ね一号丁場を南限とし，北は権現山附近まで拡がる東西

約120m，南北約150mの規模を、もつ不規則塊状の形状

を呈するものと推定される。

　一般に鉱床の周辺部は淡緑気昧の絹雲母・カオリン・

緑泥石などが生じた脆軟な変質母岩に移化するが，鉱床

の上部は厚さ0．5（4．5m程度の滑り面の発達した粘土

帯を経て，彩晶質石英粗面岩に接し，．しばしば鉱床の上

盤際が断層面となり，鉱床を破砕して原石の粘性を増し

可塑性を増して耐火材として利用し易くなつている。ま

た鉱床北西部における母岩との関係は，岩屋採掘場附近

の鉱床を囲んで淡緑青色または灰白色の硬い多孔質の母
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第2図兵庫県氷上郡谷川鉱山地質鉱床図

岩が発達する。この変質母岩の純白なものは，耐火度が

SK17［20程度であつて，微細な石英・灰曹長石率よび

ガラス質物からなる流紋岩が脱色した部分であつてX線

による試験結果でもカオリン・絹雲栂な1どの粘土鉱物は

認められない。この部分の分析結果は次の通りである。

SiO2；76．72％，A1203；18．22％，．Fe203二1．20％，

士9．1・ss；1．48％Q

鉱床は主としてカオリソと石英とによつて構成され，

僅かに明肇石と黄鉄鉱が生成される以外は，ダイアスポ

アなどの共生鉱物カミなぐ，鉱床全体が鉄分に乏しいため

鉱石はタイルその他の陶磁器用原石に利用されている。

しかしカオリンと石英との含有量にむらがあり7SK

30～31程度のやx硬い原石が全体の60％を占め，Sio2一

が80％以上の珪質部，白色の多孔質母岩を各所に含み，

．これらは富鉱部と同様にきわめて不規則な分布状態に

ある。

　鉱床中に伴なわれる富鉱部は，透明度が強く蟻感に富

む軟質塊鉱を主とするSK32＋～35程度の部分であつて

約200tから数1，000tまで大小幾多の富鉱部が形成さ

れている。富鉱部の配列に規則性を認め難いが，おXむ

ね二号丁場から岩屋採掘場に至る間に多く，また霧晶質

’石英粗面岩に接じて小さな富鉱部が発達することがあ
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　り，鉱床の比較的上部に富鉱部を生じている傾向がある。

　富鉱部には均質の良質鉱からなるものと，径0．005～臼

　0．02mm大の石英を混えるSK：32（・33＋の部分が角礫

　状に介在されるものがあり，明馨石を伴なうことが多

　いo
　　明馨石は長さ0．05～0．08mm程度の大きさで含まれ，

　特に密集して：K203～5％の含有量をもつ部分は冨鉱部

　に近接して生成され，三号丁場の上盤に沿つては冨鉱部

　中に径0．2～1m程度の明磐石に富む淡紅色を示す部分

　が散在する。

ヤ　　本鉱床におけるカオリンはX線試験の結果，富鉱部の

　試料およびSK：32±の並鉱ともカオリナイトであつた。

　また鉱床にみられる共生鉱物をみると，カオリナイト・

　石英・明馨石・黄鉄鉱であつて，高温性の鉱物を晶出さ

　せていないのは上昇熱水液が地表に浅い所で作用し，比

　較的低温の酸性溶液によつて鉱床が生成されたものと推

　定される。

　　4．1．4鉱石
　　本鉱床から産する蝋石は，一般に緻密軟質塊鉱で透明

　性といわゆる蝋感があり，珪質鉱と良質鉢の混在する縞

　鉱あるいは角礫状鉱と均質な鉱石とがある。外観は半透

　明純白・乳白・灰白・暗議・淡褐などの色を呈し，水酸

　化鉄ぞ着色したものは少ない。暗激色を呈するのは有機

　物の含有によるものである。構成鉱物はカオリナイトと

　石英であつて，透明性に富むものほどカオリナイトの含

　有量を増し，品質優良である。山元では白色鉱を白石，

　また暗漸色鉱を黒石とよんでいる。

　騨鉱石は外観と耐火度によつてお』むね次のように分け

　　られる。

採掘場所　外観，性状による分類

　　　　耐火度
一号丁場　一般にやN珪質

　　　　SK30～31
二号丁場　やx珪質の白石（SK約30十）

　　　　縞鉱（SK31十｛・33）

　　　　黒石（SK31～33）

　　　　特選黒石（S：K33～36一）
三三号丁場　　白石（SK：30～34）

　　　　黒石（SK31～35）
このうちSK：31～33程度の黒石は石英を40《ゾ60％含

み，SK約7の焼成温度で焼き，締りがよいのでもつぱ

らタイル原料に，SK：30～31程度の白石は陶磁器用にそ

れぞれ出荷され，このほかのSK：33以上のものが耐火

物原料に供される。

　鉱石を顕微鏡下でみると低い複屈折を示す径0。005～

0。008mmの粒状カオリンと，粒状ないしアミーバー状

の径0．01～0．02mm大の石英がモザイク構造をなして

おり，SK30～31程度の鉱石には石英粗面岩の斑状構造

がみられ，未変質斜長石を残しているものがある。

　耐火度とカオリシ含有量との関係は次の通りである。

　SK30～31＋のやN珪質鉱　ヵオリン含有量40《・60％

　SK32～35の良質鉱　 同65～90％
　良質鉱のなかから，ほとんどカオリンだけからなる部

分を取り出し，この試料のX線試験の結果は第3図に示

されるようにカオリチイトと少量の石英とが認められ

る。

　京都市立工芸指導所に依頼して代表的な鉱石の化学分

析値と利用試験を行った結果は第1表の通りである。

　次に外観の異なる試料および用途別の鉱石について化

勘　圭　　め　　古　　2り　　2ち　　3b　　誘　’あ　　諸　　必　　イ5　　6ち　　6ち　　γレ

で
第3図谷川鉱山塵カオリナイトのX－rayDiffractionpattern
　　　『X－ray　Dif6ractmeterの使用条件は亥の通りである。

蔑

丁盆rget　・　　　　　　　　Cu

Filter　　　　　　　　　　　　　　　　　Ni
『
V
。
1
t
a
g e　　　35kVp
Cu「「ent　　　　　　　15mA
Counter　Full　Scale　800c／s．

Scale　Factor　　　　　16

Time　Constant　　　　2sec
Multiplier　　　　　　1

Scanning　speed　　　2。ノmin

Chart　Speed　　　　　2cm／min
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　　　　第　　　1　　　表

試料および外観

（wt％）

岩屋地区淡青灰白色（1）

金屋地区灰白色、（2）

Sio2

79．23

80．80

Tio2

0．10

同　上（1）

同　上（2）

耐火度

30

29十

可　塑　性

天草石より劣る

　　〃

A1203

14．50

12．72、

lFe203

PO．15

0．07

CaO

0．20

0．64

MgO

’
0
．

46

0．26

Ig．10ss

4．88

5．00

Tota1

◎9．52

99．49

焼　 成　結　 果

原石の呈色

淡黄．白色

薄燈黄白色

粉末の呈色

淡黄白色
薄燈黄白色

磁化程度
（SK：10）

磁化せず

　ケ

第 2 表

8｝謝場

iil卜
（6）

（7）

（8）

Sio2

81．29

77．50

75．98

73．48

84．37

73．90

81．85

54．50

A1203

12．90

16．67

16．96

18．87

8．90・

17．50・

一12．26

34．09

Fe203

．0．54

0．46

0．74

0．54

0．47

0．58

0．85

CaO

0．04

0．13

0．08

0．42

MgQ

0，16

0．33

0。26

0．31

Ig．10SS

4．32

5．15

6．41・

4．33

7．35

4．62

12．39

Tota1

99．05

99．98

99．39

99．30

98．07

99．79

99．56

101．プ1

耐火度
　SK：

29十

30十‘

31－

30十

30一

33一

30十

（1）や』硬質蠣感が少ない鉱石
（2）や』蜷感に富む軟質鉱，「曙鼠色斑点を含む。タイル用

（3）鼠色の孚透明稼良質鉱

・（4）淡静即軟臨ダィル用

　　　　　　　　　　o
学分析をした結果を第2表に列記する。

鉱石め耐火度とA1、03，SiO2，H：20の3成分との関係

34

　　　　分析：大阪窯業株式会社貝塚工場試験課
（5）　蝋感の少ない珪質鉱　　，

－（6）’乳白色孚透明良質鉱陶磁器用

（7）　金属採掘場，乳白色，蝋感に乏しい硬質鉱，陶磁器用

（8）三号丁場の東側，淡鼠色の軟質傘透明な良質鉱

を示すと第4図の通りであって，Sio275～80％程塵の

鉱石が出荷量の大半を占めている。

”20，
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代表的な良質餌の熱膨脹試験結果の1例は第5図の通

りであつて，、1，000。C！こおける試料の膨脹率は11410

翅，1，200。Cの焼成物の膨脹率は0．866％であった。

4．1．5沿革・現況

本鉱山の開発は新らしく，鉱石を利用することを考え

たのが大正初期で昭和初期まではほとんど稼行されなか

つたといわれる。昭和の初めに耐火煉瓦用として約1年

間採掘し，昭和7年頃から伊勢方面にタイル原料として

出荷し，また昭和12年頃ふたNび耐火物原料として利

用されたが，いずれも採掘期間は数年をでなかつたとい

う。昭和お年から19年までは美和素行が採掘権を得て

伊奈製陶，大牟田三井製煉所などに出荷し，昭和19年

以後は大阪窯業株式会社に鉱業権が移り，，こんにちに至

つている。

　鉱石の月産出荷量は，200～300tであり，約70％が

タイルおよび陶磁器用，約30％が耐火煉瓦用である。

　4．1．6結び
　本鉱床は主としてカォリナイトと石英とからなり，鉱『

石はタイル・陶磁器用の素地原料および耐火物の一部に

利用され，黄鉄鉱・水酸化鉄の含有量が特に少ない。鉱

床中には明馨石を伴なう部分，カオリン化作用が不充分

な部分，珪質なものなどが不規則に伴なつているが，鉱

床の規模が大ぎく，露天採掘に適し稼行条件が良い。稼

行に際しては鉱石の選鉱に注意して均質性を保ち，二号

および三号丁場の北側と南側における鉱床の比較的上部

を探鉱することが望ましい。

4。2　大沢鉱山の蜷石鉱床

4．2．1　位置・交通

鉱床は兵庫県神崎郡大河内町栃原字大沢地内にあり，

生野町の西方直距約4kmの地点に位する。山元まで播

但線生野駅から約8km，長谷駅から約11kmの行程が

あり，いずれのコースもバスの便はない。鉱石は山元か

ら淵を経て長谷駅にトラヅクで搬出される。

4．2．2　鉱業権関係　・

　当鉱山は黒崎窯業株式会社が所有する鉱区を長浜亀之

助が租鉱権を設定し，鉱石の採掘と売鉱を行っている。

　鉱山名二長浜砿業大沢鉱山

　登録番号二兵庫県採登　267号

　鉱種名二蠣石

　鉱　　区：兵庫県神崎郡大河内町栃原地内

　鉱業権者：福岡県八幡市藤田535

　　　　黒崎窯業株式会社

　租鉱権；兵庫県第1号
．租鉱権者：姫路市京町2丁目1，389番地，

　　　　長浜亀之助
　4．2．3地質・鉱床（第6図参照）

　大沢・栃原両鉱山を含む栃原川の上流地域は，粘板岩

を貫ぬく基性逆入岩およびこれを覆う石英粗面岩によつ

て構成される。

　基性逆入岩は栃原川の支流フト沢・倉谷沢などに露出

　ゑ　　ロ

　　　趣驚遠．

＿．・1．壽喋◎
　　・　　　　一　“ミ夙　、
　　　　　　　　第6図兵庫県神崎郡大沢鉱山の蝋石鉱床分布図
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する石英閃緑岩であるが，紛岩あるいは輝緑岩様の岩相一

を呈する所がある。

　石英粗面岩は当地域の海抜約600m域上に分布して，

緩慢な山地を構成している。本岩は」般に柱状節理があ

り大沢鉱山附近では流状構造が認められ，粘板岩を捕獲

している。

　本岩は石英・灰曹長石・黒雲母・角閃石の斑晶と珪長

質の微晶質石基および磁鉄鉱・燐灰石・チタソ鉄鉱など

からなり淡青緑味を帯びるものが多いが熱水変質作用を

蒙つて脱色し，絹雲母・緑泥石などを生じたものが各所

にみられる。

　こg地域には大沢鉱山の蝋石鉱床を初め葉螺石鉱床

（長谷・滝合鉱山）・明馨石鉱床（栃原鉱山）・カオリン質

蝋石鉱床（丸磯鉱山）などがあり，いずれも石英粗面岩中

に胚胎される浅熱水交代鉱床であつて，1つの鉱床生成苧

区をなしている。これらの鉱床群は栃原部落の西側から

北東方向に発達する熱水変質帯中に散在しているが，一

般に熱水変質作用が進んだ地区に鉱床が生成されている

ことカミ多い。

　大沢鉱山に所属する鉱区には，カオリソ質蜷石鉱体

と葉蟻石質蝋石鉱体があり，山元は段ケ峯（三角点標高

912。7m）の西方直踵約0．8kmの地点に位置する。山元

附近の石英粗面岩は絹雲母化およびカオリン化され，東

西約200m，南北約80mの範囲が特に変質著しく白色

粘土状に変質し，珪化された部分が伴なわれる。この範

囲内で第6図に示されるようにカオリン・パイロフオラ

イト・ダイアスポア・石英・明馨石・重晶石が含まれる

小鉱体があり，一主として坑内探鉱によつて

　　一番坑一号坑　　　6鉱体

　　二番坑一号坑　　　2鉱体

　　三番坑　　，　　1鉱体

が発見され，昭和30年以後さらに新鉱体が若干発見さ

れたと聞く。各鉱体とも厚さ1飼5m程度の扁平な塊状

鉱体であつて，三番坑鉱体の推定鉱量約50，qoOtを除

くと，、いずれ『も1，000t前後の小規模なもので最も小さ

い鉱体では約50tに満たないものまである。鉱床の密

集する一番坑から三番坑まで東西約150mの間で操鉱

された深さは，地表から約30mにすぎず，鉱床が胚胎

される深さの下底はまだ明らかではないが，各鉱床の緩

い傾斜はお』むね母岩である石英粗面岩の流理構造に平

行し，延長方向がNW－SE方向に発達する，熱水変質帯

の延長方向に沿って雁行していることから，鉱床が母岩

の構造に強く支配されて生成したものと推定される。ま

たしばしば鉱床中に網脈状の絹雲母が発達し，特に葉蟷

石鉱床において絹雲母の生成が著しく，鉱石の平均耐火

度を低下させている。

　次に各坑内における鉱床の性状を述べる（第7図参

　　　　　　　　　　　　　　！照）。

　一番坑一号坑：　現在坑内から6個の鉱体が発見され

たが，A・B両鉱体は採掘ずみで鉱石はもつぱらE鉱体

から採掘される。G鉱体は珪化帯中に．生成されている

が，他はいずれも絹雲母・石英・カオリソによつて交代

された石英粗面岩中に胚胎され，鉱体の周辺は軟らかな

粘土によつて囲まれている。各鉱体は石英粗面岩の流理

面に沿つて，緩く傾斜する扁平なレンズ状ないし板状を

示し，0．5～2mの厚さをもち，規模は数100～3，000t

程度である。

’A鉱体は最大厚さ約2mを有するがづこの間には厚さ

20《・50cm程度の富鉱部と珪質貧鉱部とが縞状をなし

各所に．明馨石・石英・カオリソがらなる淡紅色の部分が

伴なわれている。

　E鉱体は下半部に捕獲された粘板岩を，上半部に石英

粗面岩をそれぞれ交代したパイ旨フィライトを主成分鉱

物とする鉱体で，鉱体全体にわたつてダイアスポアが多

量に含まれ，網脈状の絹雲母が伴なわれる。

　主要鉱体における組成鉱物はおXむね次の通りであ

る。

A・B鉱体

C　鉱体

E　鉱体

主要鉱物

カオリゾ・石英

カオリ1ゾ

ノゼイ』ロフィラ

イト・ダイア
スポア

　副成分鉱物

明馨石が特に多い

石英・ダィアスポア

カオリン・絹雲母

　二番坑一号坑；　坑内にはカオリンを主とする2鉱体

があり，それぞれNW一＄E方向に延びるレソズ状ない

し塊状鉱体である。A鉱体はすでに採掘し尽されている

が，延長約17mあり，鉱体の両端に富鉱部があつて瓢

箪形’をしていたといわれる。

　B鉱体は走向延長約6m，傾斜方向に約10mの小レ
ソズ状鉱体で，原岩の斑晶右英を含み，暗激色緻密塊状

鉱からなる鉱体である。本坑内には鉱体の近ぐに石英粗

面岩に捕獲された粘板岩があり，周囲の右英粗面岩と同

様に絹雲母化およびカオリン化を蒙つている。しかしカ

オリン鉱床の母岩が粘板岩である鉱床は，まだ発見され

ていない。

　三番坑；　三番坑坑内には蛋白石・石英からなる珪化

帯と珪質絹雲母化帯とがみられ，坑口の北東約40mの

踵離で，当鉱山における最も大きなカオリソ鉱体（三番

坑鉱体）に着鉱している。坑道地並では長径約25m，短

径約13mを有し，南東に豹40。の傾斜を示す円筒状の’

塊状鉱体であつて，鉱体の上盤側には珪化帯を伴ない，

下盤側および鉱体下部には黄鉄鉱の鉱染が著しい。

60一（270）



兵庫県氷上郡・神崎郡下の蝋石鉱床（明馨石鉱床を含む）調査報告・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

　　　　〉〉劣VV　　　　　 　　　　　働
　　　9〉イ！1v．　　　．G鉱体　一
　　　芦v　　、　v〉v誰莚畿鉱体
　　　　　　　　　ゴvv　l．’孟ンv言㍉§〆るV』

　　　　　　　　V巨VVv、v次ノノV》…VD勧
　　　　　　　　　　　　ノ0、　　〉　〉　〉　v　驚　）　v　v
　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　〉F鉱体　　　　v　v　v
　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　　　　V　V　　V　　V　　　y　V　V

　　　　　　E鉱体　〉　　　　　　　　v　v　v　v　　y　v　v

　　　　　　　　　　レユリ　　　　　レレ　　　レ　　レレレ

　　　　　　　　　」もVv　v磁競；，，ぬ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》

L＿一一〇m

（上野三義・塚脇祓次・高橋博・岩生周一）

島力才リン鉱床富鉱部（SK3－36一）

鋤糊聾　含明磐石塊状鉱体

脇力オリン融よ碩鉱部（SK29－3・）

㎜珪化帯

圏 粘批嵌粗儲
圏粘批石期酷の硫化鉄蘇吝区

鰯艶頁岩
回試料採取地点および訊楯号

＼　　鉱床の延長方向、イ頃斜

＼　　石英粗面岩の流状構造

驚犠．．
v
、
、

＼A鉱体ノ7Z1『・・

　　　糞＼日♪80ち

　　あ　　　ヤ

　　　⑱ヨ嚇
　　　　　　　ゆ
　　　　　　暴細

勿’1

残

a。

0

　」曼
　ドレ　　　

　　　　V》　・’，と　v

財　　　　v

　》　　V

　　　≠伽　　　　▽

　レ　　　　　　
　V　　　　〉一

　　〉
V

v　　　　　　V

　　V
　V

レ　　　　　　　　　　レ

　v　　v　　V　　V

　　　　　V　v　　v　　V

15

V

v

30π〕

』襯．、

嗜ダ
　　　　　　　　　　　ゑマロ
　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　、稼　脚

　　　　　v　　　　　　　＼躍

　　　　V　　　　　〉　v　g　　v

　　　　　　　　V　　V
　　　　　う

！婁
　　　　　　　　　　　V

　　　　　　　L

磁璽v・、

冥ヲy’』

雑
》・ζ

　　　15

）

　　　　朱

．薪1

30m

b．

第7図　大沢鉱山坑内の地質・鉱床図
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”本鉱体はカオリナイトを主要鉱物とする軟質脆弱な塊

鉱と粉鉱からなり，絹雲母・ダイアスポア・石英・重晶

石を混えている。特にダイアスポアと重晶石とは，細脈

状あるいは小塊状をなして鉱床の各所に生成され，少量

ではあるがSK36・》38程度のダイアス鉱を産する。

当鉱山のように稼行されている範囲が小さいにもかΣ

わらず，パイロフィライトを主成分鉱物とする鉱体

と，カオリンを主要鉱物とする鉱体とが近接して生成さ

れている例は，きわめてまれであつて，両鉱体間の相互

関係ならびに分布状態はまだ明らかにし得ないが，鉱体

内での組成鉱物の生成は，各鉱物の産状と共生関係から

初期から末期にかけて

パイロフィライト鉱体：ダイアスポア→パイ戸フィラ

　イト，石英→カオリン→絹雲母

カオリン鉱体；ダイアスポア→カオリンナ重晶石マ絹

　雲母　　　　　　．
の順序で晶出Lたものと推定される。

　これらの共生鉱物は，顕微鏡観察，熱分析試験およ

びX線粉末廻折試験によつて決定されたが，各資料の掲

載を省く。

　また一般的な傾向として，、半透明緻密質のカオリシ鉱

体（一番坑一号坑のAおよびB鉱体，二番坑一号坑のA』

およびB鉱体）のカオリンは，カオリナイ・トであつてこ、

のなかに明馨石を伴ない，パイロフィライトを主要鉱物

とする鉱体（一番坑一号坑のE鉱体）には絹雲母が，また

脆軟なカオリソ鉱を主とする三番坑鉱体には重晶石の含

有量が多いのが特徴である。．

、4．2．4鉱．石

　山元から出荷される鉱石を分類すると，パイロフィラ

イト質蟷石とカオリン質蟷石とがあり，いずれも若干の・

絹雲母を混えるので焼締りがよく，もつぱら耐火物原料

用に供される。

　パイ戸フィライト質蟻石は，おもに一番坑一号坑E鉱

・体から採掘される蝋感に富む軟質塊鉱で，灰色・激色・

淡灰褐色を呈し，片状に剥げやすい。パイ官フィライ

トのほかに少量のダイアスポア・カオリン・石英・絹雲

母を含むSK28＋～32一程度の鉱石が多く，長さ0．5～

2mm程度のダイアスポアを40％以上含むものをダイ

第 3 表

・潔）　　　　　Sio2
　　　，
（1）並　鉱＊
（2）上　鉱＊－

（3）ダイアス鉱＊＊

82．50

64．51

25．29

Tio2

9．57

0．51

0．15

Al203

13．88

28．16

58．70

Fe203

0．48

0．75

0．10

CaO MgO

0．02　　　　0．13

0．25　　　　0．11

0．29　　『　0．69

Alkari

．tr．

tr．

・n．氏

H20十

2；60

5．05

14．06

H20一

0．20

0．65

n．d．

Tota1

100．38

99．99

99．28

耐火度』

SKl・

28十

32

37

分析：＊安藤武

〃　＊＊京都市：立工芸指導所

θδ

2レ ぎo

　　　　　　　　　ア
第8図大沢鉱山塵カオリナイトのX－rayDiffractionpattem

Target
Filter

Voltage

Current’

Counter　Typk
Count　Full　Scale

Scale　Factor

Time　Constant
Multiplie∫

Scanning　Speed

Cu
Ni

35kVp
15mA
GM
800・c／s
16

2sec
1
2。／min

Chart　Spee（1　－

Divergency
Receiving　Slit

Collector

Operator
Date

2cm／min
lo

O．4mm
Ueno
ISO

1957．5．23
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兵庫県氷上郡・神崎郡下の蝋石鉱床（明警石鉱床を含む）調査報告　（上野三義・塚脇鮪次・筒橋博・岩生周一）

アス鉱と称し，特殊蝋石として貯鉱レて月産数t宛出荷

する。ダイアス鉱の特上鉱にはA1203が約63％含有さ

れ他のダイアス鉱に較べてダイアスポアの含有量に富ん

でいるが，絹雲母の混入によつて耐火度は低下し出荷ダ

イアス鉱の耐火度はおNむねSK34～37である。また

絹雲母が特に多量に含まれるSK26～28程度のものも

耐火煉瓦原料に利用される。絹雲母を混えないパイロフ

ィライト質蝋石の分析結果は第3表の通りである。

・カオリシ質蟻石には半透明の緻密硬質塊鉱と，乳白色

の脆軟な粉状になりやすいものとがあり現在軟質の鉱石

が主として三番坑鉱体から出鉱されている。緻密硬質塊

鉱は原岩の斑晶石英を除くと径0．002mm±大のカオリ

ナイトの集合体であつて，まれにダイアスポア・明馨石’

を認め，珪質なものには径0．008～0．08mm程度の石英

が含まれる。耐火度はカオリナイト，約95％以上含むも

レのでSK：34～35＋である。二番坑一号坑のB鉱体から

採取したカオリナイトのX線面折図を示すと第8図の通

りである。

，脆軟な塊鉱および粉鉱は，乳白色・淡灰色・淡褐色な

どを呈し，’原石のまxではお』むねSK：33＋｛・35＋程度

第 4

である。水簸結果は母岩の斑晶石英が約5％の残澤とな

る。鉱石は径0．003～0．006mm程度のカオリソが大半

を占め，径約0．007mm大の石英・ダイアスポア・絹雲

母・明磐石・重晶石・黄鉄鉱など僅かに含まれるる

一
カ オリン質蟻石のうち代表的なものの分析結果は第4

表の通りである。
‘
ま
た
本
鉱
山 の各鉱体から採取した試料について，加熱

減量測定と示差熱分析とを黒崎窯業試験課で行つたもの

を示すと第9図および第10図の通りであつて，熱分析

曲線では三番坑のカオリン鉱体の試料はカオリナイトと

，ディヅカイトの混含物と推定されるものがある。

4．2．5現況

本鉱山の月産出荷量は120～150tであり，おもに黒

崎窯業株式会社八幡工場へ出荷される。

4，2．6結び

大沢鉱山の蟷石鉱床にはパイロフィライトを主とする

鉱体とカオリンからなる鉱体とがあり，NW－SE力向に

発達する熱水変質帯中に多数生成されている。しかし個

個の鉱体は規模が小さいため順次新鉱体を探鉱，開発し

ていかないと，出鉱量を持続させることが困難であるか

表

試　料

成分（粛％）

（1）半透明緻密質鉱石＊．
（2）乳白色脆軟な鉱石＊＊

Sio2

43．32

46．96

Tio2

0．06

A1203

40．06

・36．98

Fe203

0．52

0．31

CaO

0．48

MgO

0．21

Ig．10SS

14．54

15．06

Tota1

i99．19

i99．31

耐火度

SK・

分析：＊安藤武

　継兵庫県立中央工業試験所
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第10図大沢鉱山の蝋石加熱減量曲線図

し
1“一一’

ら，現在掘進中の坑道以下の探鉱と稼行地区の北西方向

および南東方向への熱水変質帯における探鉱が必要で

ある。

4．3　栃原鉱山の明馨石鉱床

4．3．1　位置・交通

鉱床は兵庫県神崎郡大河内町栃原ハコゲ地内に、あり，、

生野町の北西直踵約5kmに位する。鉱石はもつぱう自

社（浅田化学工業株式会社）用に山元から姫路市飾磨工場

まで搬出するが，この間約45kmの行程があり，搬出

能力はトラック1台が2日，．3往復である。

4．3．2鉱業権関係

鉱山名；浅田化学栃原鉱山

登録番号；兵庫県採肇239号

鉱　　種；明馨石・蝋石

鉱　　区；兵庫県神崎郡大河内町栃原ハコゲおよび倉

　　　　谷地内
鉱業権者；姫路市飾磨区宮町180番地

　　　　浅田化学株式会社
4．3．3地質および鉱床（第11図参照）

山元附近の地質は栃原川の支流，ハコゲ沢の西側斜面

一帯に分布する霧晶質石英粗面岩と，これに覆われ沢底

に露出する粘板岩からなる。

本鉱床は石英粗面岩を母岩とする浅熱水性の交代鉱床一、

に属し，不規則塊状の明馨石鉱床であつて，露出範囲は

現在の露天採掘場を中心として東西約100m，南北30ん

50mに及んでいる。

細
＼

＼

　ぞひマ　　　　ガ　
　＼yだて訴熱，
　＼z駄v・v
伽蛉・叛

、
、
鱗 繕　醐
懸勿黙誤・

　　ミ1§ミ　　慰＼＼駆
＼
＼
＼

￥II、・・繊＼継
　￥　　　　　　　　　　　　軸
　、　＼

　　　蹄　　　　　　、　　　　　　￥　　　　　　　　1
　　　　　　￥　　　　　　、　　　　　　、　　　　　　、　　　　　　　、
　　　　　　　￥　　　　　　　ぺ　　　　　　　　　　　　ぼ
目鼎蹴細瀬A
圏加ン化母咽靴呂5X⑮醐解および

　　　　　1ゾ・／！’ン卿・・煮繭h・ゾ
　　　　　　　　　『
　　　　　　　ノ　　　　　ヤヤヤろ　　　　ド　　　　　　　　　　ノ

1・ζ無、、紅．
、、、、｝藤警襲’

睾
，
欝
運

．炉郵

第11図浅田化学栃原明馨石鉱床図

64一（274）



兵庫県氷上郡・神崎郡下の蝋石鉱床（明馨石鉱床を含む）調査報告　（上野三義・塚脇祓次・高橋博・岩隼周一）

本鉱床は明治末期から稼行され現在まで数回休山して

いるので，採掘場附近の荒廃が著しいため鉱床の形状を

明らかにしがたいが，鉱床の周辺には広いカオリン化帯

を伴ない，特に鉱床上部の北側には珪化帯が発達する。

また片山信夫が調査した昭和17年頃は，坑内採掘によ

つて地表下約70mまで鉱床の深さを確認しているが，

下部ほどK：20の含有量が低下し，K202～3％の貧鉱

あるいはカオリン’化母岩に移化するといわれる。

明馨石の生成に附随して行われた交代作用には，カオ

リン化，珪化および絹雲母化作用があり，鉱床の東側か

らハスゲ沢り西岸一帯には葉麟石化帯が弦がつている。

新掘場と大掘場との露天採掘場附近では，カオリン・石

英・明馨石からなる緻密質の並鉱（K、05～7％）が大半

を占め，絹雲母細脈が発達する。鉱床の周辺には多孔質

の明馨石を含む珪質部が生じ，しばしば小孔中に黄鉄

鉱・閃亜錯鉱などを認め，鉱床のなかにも不規則に著し

く珪酸に富む貧鉱が挾在される。また鉱床中には明馨石

の含有量が約80％以上の淡紅色良質鉱からなる富鉱部

が各所に認められるが，富鉱部にはほ璽均質の透明感

と，赤昧に富んだものだけからなるものと，珪質並鉱部

の割れ目あるいは母岩の節理に沿づて鉱化作用の末期に

生成された，脈状または網脈状の明馨石を含んでいるた酵

めに品位を言めた角礫状，あるいは縞状鉱の多い富鉱部

とがあり，後者に属する富鉱部は品位にむらがある。

　4．3．4鉱石
　本鉱床は鉱床のどの部分においても最低K20約2％

以上の含有量があり，外観上から緻密軟質淡紅色鉱・多

孔質粗髪鉱・硬質淡紅色鉱などがあり，品位により上

鉱・並鉱・貧鉱および粉鉱に分けられるが，山元では灼

熱減量約18％域上の原石を一括して出荷する。品位別

のK：20含有量は次の通りである。

　上鉱　 7～9％（lg．10ss約30％域上）

第　　5　表

No．14

No．15

No．16

No．17

No．18

No．20

No．24

No．25

試料の性状
淡紅色と鼠色の部分が混じる軟質
鉱

淡紅色の明彗石細脈を含む上鉱

淡鼠色を呈する硬質の並鉱・黄鉄
鉱が鉱染する並鉱

乳白色の軟質小塊を混える粘土状
の粉鉱

緻密硬質の淡紅色上鉱

半透明の淡紅色軟質上鉱

小孔に富む珪質の乳白色貧鉱

粘土化斜長石を含む珪質部の試料

，鷺）1

8．86

9．32

6．53

3。26

9．58

10．03

一3．61

2．90

Nα20
（wt％）

1．01

0．61

0．32

0。41

0．62

0．54

0．31

並鉱
．貧鉱

、粉鉱

0．33

5～6．5ク（〃　約β0〃）

3～4．5〃（　〃　15　ク）
19．10ss　派勺20　〃

　　　　　　　　　　　『分析：大森江い
京都市立工芸指導所で行つた珪質鉱石の分析結果は

SiO2＝53．30妬，TiO2：0．05％，A1203：1728％，Fe203：

0．21％，CaO；0．07％，MgO：0・77％，Ig．10ss：23・29％，

SO3：1．27％である。

される通りであづて，明馨石・石英・カオリンだけから・

なる上鉱にN章20の量が多い傾向がでるのは本鉱床の

カリ明馨石中にNa20を含むためと思われる。

硬

曳
ミ

1

05・

ズ

X　　×

珪質鉱

x

××

　　
上鉱

上鉱は長さ0、07～0．1mmの明馨石と，ごく少量の石

英からなる。並鉱および貧鉱は明馨石の含有量が約40．

％以下で，径0．05mm±の石英とカオリンとが多く，原

岩の斑晶石英が散慮する。

並鉱は淡紅味を帯びているが，光沢に乏しく風化しや

すく，貧鉱は一般に乳白色を呈し鏡下では原岩の斑状構

造を残し，斜長石の未変質部が認められる。、

栃原鉱山の各露天採掘場から採取した鉱石の分析結果

を示すと第5表の通りである。（試料番号は第U図の採

取地点参照。）

鉱石の分析結果からK：201Na20の関係は第12図に示

0　1プ　2　3　4　5　　6　7　θ　9．　10　11
碗0％

第　12　図

4．3．5結び

栃原鉱山の明馨石鉱床は，わが国でも大規模な鉱床に、

属し，富鉱部の品位が高く，鉱床全体の平均，K20含有

量は他の鉱床に較べて多い。・

K：20約3％以上の鉱石埋蔵量は，既採掘量を除いて

約40万tと推定されるが，稼行に際しては鉱床の延長

方向を明らかにするため，採掘場の東と西側の探鉱と可

採率の低い坑内掘りをせず掘り下り露天階段採掘法によ

ることが望ましい。

・越知谷地区の葉蝋石鉱床

神崎郡神崎町越知部落の南側，越知谷川に注ぐ深多知

沢の流域に沿5本地区には，越知谷・北神・丸越鉱山が
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葉蟻石鉱床を稼行してお窮　このほかに中島鉱山の鉱床

その他若干の葉蝋石鉱床がある。当地域は石英粗面岩地

帯であつて，斑晶石英に石英粗面岩，流理構造のある流

紋岩，またばソーダ微斜長石を含む石英斑岩様の岩石・

石英紛岩・石英粗面岩質凝灰岩などが露出するが，これ

らの諸岩石が熱水変質作用の影響を受け，脱色した所が

多いので，岩石相互の関係は明らかでない。

葉蟷石鉱床は，上記石英粗面岩質の岩石を母岩とする

熱水交代鉱床であつて，兵庫県下における唯ずの葉蝋石

鉱床生成区をなしている6鉱床の生成に伴なう変質作用

は，葉蟷石化，カオリン化，珪化および明馨石化作用が

あり，少量のダイアスポア・黄鉄鉱・赤鉄鉱・絹雲母を

含んでいる瓜鋼葦・紅柱石などρ高温性の共生鉱物は

認められない。

鉱床の周辺に発達する熱水変質帯には，4．4．3に記載

するような変質帯の累帯配列が普通にみられる。

鉱床を含む熱水変質帯の分布は，越知谷鉱山附近から

丸越鉱山を経て北神鉱山の北側に至るほ黛NW－SE方

向に約2km続き，当地域の地質構造線の一つである

NW－SE方向の弱帯に平行し，各鉱床の形状が同方向に

延びて雁行するごと，また一部の鉱床が原石の流理面に

沿つて生成されていることなどから上昇鉱液の交代作用

が地質構造と母岩の性状にかなり支配されたことが推定

される。また越知谷鉱山の鉱床は，規模が大ぎく賦存密

度も高いことおよび葉蟷石化帯が最も広いことなどから

上昇鉱液の根源地が当鉱山附近にあつたものと思われr

る。

4．4　越知谷鉱山の糞蝋石鉱床

4．4．1　位置・交通　　　　㌔

　山元は兵庫県神崎郡神崎町越知地内にあり，播但線生

野駅の南東直踵約7km，深多知川と越知谷川との合流

点の小山地に鉱床が賦存する。山元に至るには播但線鶴

居駅から福田行きバスに乗り，越知停留場で下車すれば

これから徒歩約！0分で山元に達する。

鉱石の搬出は山元一鶴居間約15kmをトラックで行
う。

4．4．2鉱業権関係

当鉱床の採掘権は日鉄鉱業株式会社が所有するが，鉱

山の経営は後藤喜市が行つている。

鉱山名：越知谷蝋石鉱山・

輩録番号：兵庫県採登265号

鉱　種二蟻石・耐火粘土
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第13図越知谷鉱山の葉蝋石鉱床および母署の変質図
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兵庫県氷上郡・神崎郡下の蝋石鉱床（明馨石鉱床を含む）調査報告　（上野三義・塚脇紘次・高橋博・岩生周一）

鉱業権者；東京都千代田区丸ノ内2丁目郵船ピル内，

　　　　　　日鉄鉱業株式会社

　租鉱権二兵庫県2号

　同権者：兵庫県神崎郡神崎町加納

　　　　　　後藤喜市

4．4．3鉱床および母岩の変質（第13図参照）卜

　葉蟻石鉱床は，石英粗面岩および同質角礫凝灰岩・ソー

ダ微斜長石・黒雲母を含む石英斑岩などを母岩とする熱

水交代鉱床であつて，越知谷川の西岸からほ穿北西方向

に延びる熱水変質帯中に胚胎する塊状の葉蝋石鉱床と，

葉蟻石化が進み，鉄分が少なくSK39一～30一程度の低

品位鉱からなる貧鉱部が採掘されている。

　熱水変質帯には第12図に示されるように，葉蝋石化

帯を中心として外側に絹雲母化帯，緑泥石・モソモリ旨

ナイトを含む弱変質母岩がそれぞれ発達して，累帯的な

分布状態を示しているが，珪化作用による珪化帯および

珪質の部分は局部的に生成されているにすぎない。

　この熱水変質帯の幅は，100・）200m程度に拡がつて

おり，山元附近での葉蟷石化帯の範囲の延長は約450m，

幅は50～100mであるが，最大幅は約150mに達す

る。葉蟷石化帯では交代作用が進歩Lてパイ質フグヲイ

ト，石英および少量のカオリンからなるSK29一～30一

程度の部分が大半を占める炉，母岩の洗理面ないし堆積

面に沿つて微細な赤鉄鉱が縞状に生成さ，れた部分，珪質

でパイロフィライトの量が乏しいもの，母岩の一部が未

交代で絹雲母を伴なう部分，水酸化鉄により紫褐色を皇

するものなどがきわめて不規則に挾在されている。この

ような産状を呈するために一部の均質な鉱石からなる鉱

床を除くと，鉱床の範囲を明らかにし得ないものが多

い。Lかし水酸化鉄と赤鉄鉱の多い部分は葉蟻石化帯の

北側周辺部に比鞍的多く，また4号・5号・7号および

8号の各採掘場があ為葉蟷石化帯の比較的上部には珪化

帯を伴なう塊状鉱床が近接し七生成されているようであ’

り，絹雲母化された部分とパイPブィライト，石英から

なる低品位鉱は，不規則に生成され，蟻感に冨む丞イ戸．

フィライトだけの良質鉱は僅かにレンズ状あるいは細脈

状をなして含まれるにすぎない。

　日鉄鉱業株式会社によつて稼行された4号・6号・7

号の露天採掘場においては，鉄分の少ない』SK29＋～

32r程度の原石だけを選凱て出荷してし・たカ㍉地輩

くでは鉱床の形状が明らかでなく，かつ廃石となる部分

を多量に混えるため露天採掘を中止L，4号および6号

露天採掘場附近から葉蟷石化帯の下部を坑内探鉱した。

その結果クレー原料に適するSK：30～32程度の鉱石か

らなる長さ30～70m程度の塊状鉱床が各所から発見さ

れ，現在もつぽらクレー用原石が出荷されている。この

種鉱床はおNむね・《イ官フィライト60～80％を含む純

白軟質鉱によつて構成され珪質の葉蟻石化母岩中に生成・

されている。また鉱床はカオリソを主とし，ダイアスポ　’

ア・明馨石を伴なう高肇土質の富鉱部とパイPフィライ

ト・ダイアスポア・カオリンからなる富鉱部とを伴な

い，少量ではあるがSK34～36程度の特殊蝋石を産す

る。

　このほかに10号露天採掘場附近には明馨石を多量に

含む蕪蟷石化り進んだ部分があるがまだ利用されていな

いo

　葉蟷石化作用と母岩の変質についてみると上昇熱水液

が葉蟷石鉱床を生成させる場合，鉱床を含めた葉蟻石化

帯がら絹雲母化帯緑泥石・モンモリ官ナイトを含む弱変

質母岩への遷移関係は，すでに述べたが，この配列状

態は葉蟷石化帯の上部と両側面に関してほ里共通して

いる。

　各帯における構成鉱物を多いものから列記すれば次の，

通りである。

　（1）葉蟷石化帯；パイロフィライト・石英・カオリ

　　　　　　　　　　ン・ダイアスポア・水酸化鉄・赤

　　　　　　　　　　鉄鉱・黄鉄鉱・明馨石・金紅石

　（2）絹雲母化帯：絹雲冊・石英・．カオリソ・葺石類

　　　　　　　　　　の未変質部・緑泥石・水酸化鉄・

　　　　　　　　　　黄鉄鉱・金紅石・楯石など

　（3〉弱変質母岩・二原岩の構造（角礫状構造，斑状構

　　　　　　　　　　造，流理構造など）が明瞭であり

　　　　　　　　　　未変質な部分がきわめて多い。絹

　　　　　　　　　　雲母・緑泥石・玉髄質石英・短棚

　　　　　　　　　　状を示すモソモリロナイトの集合

　　　　　　　　　　部

　各帯相互の関係は（1）～（2）間は一般に境界が明らかで

あるが，（2）～（3）間は漸移状態を示す所が多く，広い葉

蟻石化帯ゐ末端近くには絹雲母化母岩が挾在される傾向

を示し，特に7』号露天採掘場の地表附近には絹雲母化母

岩が多い。

　次にS耳30一～32一程度のほ父均質な鉱石からなる

塊状鉱床における共生鉱物の生成順序を産状から推定す

ると初期から末期にかけて一

　　　ダイアスポアー石英・パイロフヌライト→カオリ

　　ソ→明馨石

の順序で晶出したものと思われる。

　葉蟷石鉱床と変質母岩との化学成分上の変化を各変質

帯の代表的な試料を比較し，各成分間の増減関係を第6

表と第必図に示した。

　　なかんずく各帯の主要各元素間にみられる変化は，

Siがダイアスポア・カオ、リンに・富む部分と珪質部を除
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第 6 表、

各帯の試料

（wt％）

（1）石英粗面岩

（2〉弱変質石英

　粗面岩
（3）絹雲母化帯

（4）赤紫色葉蝋

　石化帯
（5）葉蝋石並鉱

　部
（6）含ダイアス

　富鉱部

Sio2

73．92

71．58

74。64

78、72

78．80

63．82

Tio2

0。14

0．26

0．10

0．16

0．12

0．08

A1203

13．93

15．74

15．88

14．65

17．01

30．54

Fe203

0．86

2．58

1．30

2．60

0．24

0．28

FeO

1．03

0．32

0．36

0．07

0．02

0．02

MnO2

0．04

0．01

0．01』

tr．

tr．

tr．

MgO

0．20

0．33

0．14

0．01

0．01

0．01

CaO

，1．73

0．11

・0．03

0．02

0．01

0’01

Na20

3．21

1．97

0．32

0．18

0．10

0．10

K20

4．11

3．30

3，62

0．48

0．10

0．02

F

0．02

0．01

0．04

0．03

0．03

0．08

耳20
（＋）

0．50

2．74

3．07

2．74

3．20

4．80

H20
（一）

0．16

0．82

0．30

0．22

0．24

0．14

Tota1

99．85

99．77

99．81

99．88

99．88

99．90

分析：前田憲二郎
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程度で母岩に作用し，葉蝋石化帯を中心として反応温度

とpHの変化によつて累帯的に各変質帯を形成させた

ものと解釈される。

4．4．4鉱石

鉱石の外観は白色・淡蛍色・淡褐色・淡黄灰色を呈す

るものから褐紫色ないし青緑気味のものまで雑多な色調

を示す。鉱床内には少量ではあるがSK32～35程度の

特殊麟石からなる富鉱部が伴なわれる。

かつて鉱石が耐火原料用に供された頃には淡く着色し

たものを含めて，耐火度がS：K29｛・30＋程度の鉱石を

採掘したが，昭和27年域後はもつぱらクレ7用に出荷

されているため耐火度SK、3Q～32門程度の鉄分が少な

い鉱石からなる鉱床を，坑内で採掘している。、本鉱床か

ら産する鉱石の用途による分類は，おNむね次の通りで

ある。

0 （1）　　　　　　　‘2）　　　　　・　（3）　　　　　　　（4）－　　　　　　（5．）　　　　　　　（6）

第14図　（1）～（6）第6表の試料番号と同じ

くとほとんど変化なぐ，K，Na，Ca，Mg，Feなどが減

少している。K：は絹雲母化帯までは原岩の長石類と絹雲

母に由来しているが，葉蟻石化帯にはいるとNaととも

に著しく減少し，パイロフィライトと絹雲母とが生成条

件にかなりの差異をもρものと思わ解る。AL　Hの漸増

は石英に乏しく，パイ官フィラィト・ダイアスポアなど

の生成からみて当然である。これらの関係は，各帯にみ

られるものの一般的な比較であって（SiおよびFeが局、

部的に濃集したと思われる）、石英・赤鉄鉱および黄鉄鉱

に冨む部分を除外した。富鉱部におけるA1の増加と，

Siの減少は，葉蝋石化帯ならびに葉蟻石並鉱部におけ

るA1の減少，Siの増加と逆な関係にあり，Si，A1成

分は全体としてはほとんど増減がない。

　このようにみて行くと，変質1乍用は熱水変質帯内では1

ほとんど容積変化を行わず，上昇液の温度が400～5000C

蕪縣騰謙慧蕪
耐火煉瓦用鉱石膿器罵‡

クレ・用鉱石｛難。驚罪一囎

特殊蟻石にはダイアスポア・パイロフィライト・カオ

リン・石英からなつたもの（SK：32～35）と，パイ》フィ

ラィトが約90％以上の蝋感に富むもの（SK32～23）と

があり，前者のうちには特にダイアスポアが多いダイア

ス鉱もまれに産し，後者には少量のカオリン・石英・明

馨石およびダイアスポアを含む目王石が散点する。

　ダイアス鉱を検鏡した結果ば，長さ0．8～1．Ommの

著しく融蝕されたものと，長さ0．1～0，5mm程度の自形

を示すダイアスポアが散点し，この間を埋めて長さ0．02

～0．07mmのパイ戸フイライトと径0．02～〇二〇5mm

の石英が渥在する。このほ恥小孔中には径0。002～0．01
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mm大のカオリソが集合する。特殊蟻石における主要鉱

物の含有比率は，おXむねダイアスポァ＝10～20％，パ

イ営フィライト50～60％，石英20～30％である。

　出荷された特殊蝋石を八幡製鉄株式会社が分析したも

のの1例をあげると第7表の通りである。

第　　7　　表

’また品質別の主要鉱物含有量百分比は第8表の通りで

ある。

　　　　　　　　第　　8　　表

鉱石め組成
鉱　　　物

ノぐイロフィ，ラ

イト・ダイア
スポア・カオ
リン’

パイロフイラ
イト・ダイア
スポア

パイロフイラ
イト

Sio2

44．42

54．50

67．96

副
45．37

37．10

26．00

F副 Ig．10ss　Tota1

0。75 8．88 99．42

耐火度
SK

上　　　　鉱

並　　　　鉱

珪　　質　　鉱

パイロフイラ
イト　　（％）π

75・》90

60～70

40’》50

石
（％）

英

0．23

0．85

7。50

4．35

99．33

99．16

35

33一

32一

　耐火煉瓦用鉱石とクレ←用鉱石との区別は鉄分の差

（白さ）以外に，鉱物組成からはほとんど同様であつて・

おもにパイ官フィライトと石英からなり，カオリン・タ

イァスポアおよび絹雲母が若干含まれる。蟷感の程度に

よって一般に上鉱・並鉱・珪質鉱に分けられる。耐火煉

瓦用には淡褐色のものでも鉄分が約1．0％以下で，SK：

29＋からSK32まで品質に幅があるが，クレー原料用

には純白な軟質塊状鉱だけが利用される。

　鉱石の組成鉱物とその木きさは，おNむね次の通りで

ある。

10’》25

30’》40

50～60

　耐火煉瓦用鉱石およびクレー用，モルタル用鉱石の分

析結果を示すと第9表の通りである。

　4．4．5結び、

糞　越知谷鉱山における葉蝋石鉱床には，ほ黛均質でSK

30～32一程度の鉱石からなる塊状鉱床と低品位鉱を主と

する鉱床中に葉蟻石化母岩が不規則に挾在される鉱床と

があり，前者はクレー原料に適し，後者は耐火煉瓦用に

利用しうる。

　本鉱山には交代程度が進んだ広い葉蟻石化帯が発達

　し，鉄分の多い低品位鉱床は地表附近に拡がっている。

　また葉蟻石化帯の南側に沿つて塊択鉱床が点在している

　から，この地区における葉蟷石化帯の下部探鉱を行えば

　さらに多くの新鉱床が発見でぎるものと思われる（図版

　参照）。

　　4．5　北稗鉱山の葉蝋石鉱床

　　4．5．1　位置・交通

　　鉱床は兵庫県神崎郡神崎町越知地内，深多知川の上流

　にあり，越知谷鉱山の西北西直距約1kmの地点に位す

　る。鉱石ば山元一鶴居駅間約16kmを、トラックで運搬

　する。

　　4．5．2鉱業権関係，

　　鉱山名：北神蝋石鉱山

　　登録番号；兵庫県採登　251号

　　鉱　　種：蝋　石

第 9 表

試　料

成　分　（wt％）

（1）6号採掘場珪質鉱＊

（2）7号採掘場坑内珪質鉱＊

（3），向　　　　　　淡赤紫色鉱

（4）同　　　淡青気味軟質上鉱

（5）8号採掘揚，淡紅気味上鉱

耐火煉瓦用鉱石の平均値｛念

　モルタル用原石

Sio2

81．00

83。80

73．76

67．45

59．11

71．26

79．04

73．40

A1203

15．80

14．34

21。75

27．16

35．01

25．50

18．00

19．35

Fe203

0．24

0．40

1．33

1．02

0．82

0．37

0．25

0。25

FeO

0．27

0，04

0．15

CaO

0．01

tr。

tr．

MgO

0．12

0．08

tr．

Na20

∫）．35

K20

0．80

Ig．10ss，Tota1

2．23

1．2Q

3．56

2．80

5．10

2．90

2．68

4．82

99．27

99．74

100．40

98．83

100．16

100．03

99．97

99．12

耐火度
SK

30

29十

29

31十

32十

30十

29

29十

（1）～（5）耐火煉瓦用，＊印はクレーにも適する。分析：八幡製鉄株式会社
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第15図　北神鉱山葉蠣石鉱床の形態模式図

　鉱業権者：兵庫県神崎郡神崎町加納

　　　　　　後藤喜市

　4．5。3　地質・鉱床駒よび鉱石（第15図参照）

　山元附近は越知谷地域一帯に広』く分布する石英粗面岩

類によつて構成される。葉蟻石鉱床は石英斑岩様の霧

晶質石英粗面岩に接して絹雲母化されたリソイダイト質

石英粗面岩中に胚胎され，第15図に示されるように約

，700Eに傾斜しほ黛N300W方向に延びるレンズ状の塊

状鉱床である。

　、この鉱床の規模ば延長方向へ約90m，地表から三番坑

地並まで深さ30mが確認され，鉱体の厚さは5～10m

程度であるが，最大約15mに膨れている。

　鉱床のほ黛中央部ぴとは最大厚さ約－10mの富鉱部があ

り・鉱床の周辺にはや」珪質でSK：29十～31一程度の部、

分が伴なわれる。鉱床はおXむねパイロフィライトと少

量の石英によつて構成され，富鉱部はほと，んどパイロ

フィライトだけ・からなる純白，蝋感Q強い軟質鉱（SK鴛

32±）が多く，珪質の部分以外はSK30＋～31＋の良質

鉱であつて，品質にむらが少ない。また鉱床中に含まれ

る鉄鉱物としては，僅かに黄鉄鉱が三番坑道で鉱床の北

端附近に鉱染する程度であつて，鉱床全体が高級クレー

原料に適する鉱石に富んでいる。鉱床の周辺は滑り面が

発達し蟻石の小礫を含む角礫状の軟質化された部分によ

つて囲まれ，特に鉱床の上盤に沿つて薄い粘性に富む白

色粘土を経て塵かに緑泥石化された彩晶質石英粗面岩に

接している。

　鉱石は乳白ないし灰白色の塊鉱を主とし，まれに淡緑

気味のr青畷石」を産すう。品位は1級および2級品に

分けられク4一原料として優良な蝋石である。

　i級品は長さ0．01～0．07mmのヌイ官フィライトを
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約80％以上含み，石英・カオリン・ダイアスポアが若

干伴なわれる。耐火度はSK32一～33rである。

　2級品の主要鉱物の含有率は，パイ戸フィライト50

～70％，石英30～50勿であり，SK：29＋～31程度の耐

火度がある。まれに絹雲母・黄鉄鉱などが含まれ，ダイ

アスポア・カオリンを詔めない。

　鉱床の富鉱部から採取した蟻感の強い淡青緑昧の1級

品を分析した結果は第10表の通りである。

第 10

り，山元附近は石英粗面岩を交代して葉蟻石化帯と絹雲

母化おタび緑泥石化帯が不規則に生成され・露天採掘場

一帯にはSK29〔ゾ30＋程度の蟷石からなるや二珪質の鉱

床が胚胎される。また切羽面には葉蝋石化された部分と．

絹雲母あるいは緑泥石化された部分とが母岩の流理面に

沿つて縞状に生成され5しばしば薄層状の良質葉蝋石

鉱体となり，この部分にダイアスポア・カオリンが伴な

われる5

表

Sio2 Tio2 A1203　　　Fe203 CaO Mg・1・縁1・sslT・tall耐翻

5B。761¢34 34。42い。32

　4．5．4　沿革・現況

　本鉱床は昭和初期に耐火物原料用の山元として稼行さ

’れたが，昭和24年以降出鉱量の全部がクレー原料に供

されている。出荷状況は次の通りである。

鮒勺・…耀㌻灘珪
　2級品約100t　松本窯業株式会社

　4．5．5結　び

　本鉱床は越知谷地域における葉蟷石鉱床のなかで最も

品質が優れ，黄鉄鉱、・水酸化鉄などが少ないので高級紙

用のクレー原料に利用されている。しかし規模が小さい

から鉱量の増加を計るために，三番坑地並以下の下部探

鉱と鉱床の北西部延長方向における熱水変質帯内での探

鉱を行うことが望ま陀い・

　4．6　丸越鉱山の葉蝋石鉱床

　4．6．1　位置・交通

　鉱床は兵庫県神崎郡神崎町根字野にあり，越知谷鉱山

と北神鉱山とのほ黛中間に位置する。山元に至る経路は

越知谷鉱山と同じである。

　4．6．2　鉱業権関係

　登録番号：兵庫県採登248号

　鉱　　種；蟻　石

　鉱業権者二兵庫県神崎郡神崎町越知

　　　　　　藤原雄太郎

　4．6．3　鉱床および鉱石

　葉蟻石鉱床は越知谷鉱山の北西直距約0．5kmにあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第

0．08

11

0．02 6・・4　99・98・133

　単位＝wt％，分析：安藤武

　かつては地表附近から含ダイアス鉱も産出したが，現

在やN珪酸に富む鉱石をおもに出荷している。

　鉱石は一般に微細なパイロフィライト・と石英からな

り，各鉱床周辺部の鉱石中には絹雲母を伴なつている。

代表的な鉱石の分析結果を挙げると第11表の通りであ

る。

　4。6．4　沿革・現況，

　鉱床は大正末期に印材，石筆用として稼行されたとい

われる。昭禾023年以後耐火物およびクレー用に出荷さ

れ，月産約200tを出鉱している。鉱石の出荷先は松本

窯業株式会社および若干の中小クレー製造元である。

　4．6．5　結　び

　本鉱床はS：K29～30十程度の「葉蝋石鉱』を主とし，

小鉱体が多数露天採掘場附近に散在している。鉱床の胚

胎される位置がトラヅク運搬道路地並以下に及んでおり

現在の採掘面より下部の探鉱と附近に拡がつている葉蟻

石化帯における新鉱床の発見に努めるべきである。

　4．7幅山鉱山の明馨石およびカオリン質蝋石鉱床

　4．7．1　位置・交通

　鉱床は兵庫県神崎郡粟賀村福本地内にあり，播但線鶴

’居駅の北東直踵約4kmに位置する。山元一鶴居駅間

約6kmは1トラック運搬が可能で鉱石搬出の便はよい0

　4．7．2　鉱業権関係

　本鉱床にけ「蟻石」と明馨石とが異種鉱物として鉱区

の二重設定が認められており，鉱業権関係は第12表の

通りである。

　　　　表

＼　　（wt彩）

試料＼（1）硬質灰白色鉱＊’

（2）乳白色軟質鉱＊＊

Sio2

80．25

80．07

Tio2

0．05

A1203

15。75

16．43’

Fe203

0．27

CaO

0．32

MgO、

0．01

19．Ioss

3．34

3．16

Tota1

99．99

99．66

耐火度
SK

28十

29一

分析；＊安藤武，綜八幡製鉄株式会社
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鉱自名
登録番号

鉱一種
鉱業権者

丁蝋石」鉱　区

卑本耐火，福山鉱山

兵庫県採登　266号
r蝋石』

兵庫県神崎郡神崎町福

本256，

目本耐火原料株式会社

「明馨石」鉱区

浅田化学，福山鉱山，

兵庫県採登　238号

τ明馨石』　1

姫路市飾磨区宮180

浅由化学工業株式会社

　4．7．3地質・鉱床

　山元附近は主として粘板岩からなる古生層を覆って，

本地域一帯に分布する石英粗薗岩地域の一部を占める。

石英粗面岩には灰曹長石と石英斑晶に富み，アルカリ長

石を含む影晶質石英粗面岩と流理構造を呈し，石英粒の

少ない石英粗面岩とがあり，鉱床は彩晶質石英粗面岩を

交代したものが多い。鉱床は福山鉱山の主要鉱床である

堂山鉱床群を中心として北北西一南南東方向に延長す為

熱水変質帯中に犬塚鉱床・八幡鉱床・権木鉱床・桜揚鉱

床などが生成ざれ，鉱床の賦存範囲は延長方向に約800，

mに及んでいる。

　これらの鉱床はいずれもヵオリンを主とし，明肇石・

ダイアスポアを伴なう。

　塊状鉱床であるが，堂山鉱床群以外は比較的規模が小

さく，鉱石の品位が低いかあるいは硫化鉄の鉱染が著し

いために採掘を休止しているものが多い。

　本鉱山の調査結果は安藤武1）によつて報告されている

ので，記載されなかつた堂山鉱床群の若干の項目につい

て略記する。

　堂山鉱床群は多孔質の珪化帯が突出する堂山山頂を中

心として・半径約70m内の熱水変質帯中に多数生成さ

れたカオリン鉱床であつて，当地区には明磐石がカオリ

ン鉱床を包んで生成されたり，またカオリン鉱床の一部

を交代していることが多く，明馨石の含有量が約30％

以上の部分で，鉱量が比較的多い所を明馨看鉱床として

稼行している。

　カオリン鉱床は彩晶質石英粗薗岩を交代した熱水成の

塊状交代鉱床で，熱水変質作用には珪化作用，カオリン化

作用・明馨石化作用がある。鉱床はカオリ・ン化帯および

第 ，13

この上に発達する珪化帯中に胚胎され，それぞれ明磐

石・ダイアスポア・石英・黄鉄鉱・赤鉄鉱などを伴なっ

ている。鉱床がカオリソ化帯に生成される場合には，鉱

床の周辺に黄鉄鉱を含む「黒バソユあるいは赤鉄鉱・福

鉄鉱を含む「赤バン」帯を生じ，珪質のカオリン化母岩

に接じている。

　カオリン鉱床と明馨石は密接な共生関係をもち，珪化

帯中にもしばしば明馨石とカオリソからなる小塊状鉱体

が生成されているが，おXむね明馨石が伴なわれる所は

珪化帯の直下附近であつて変質帯における垂直的な鉱物

組合せをみると上部から下部に向かつて

　　珪化帯（厚さ約10～20m）；石英＞カオリソ

　　明磐石化帯（厚さ約20m±）ニカオリ，ン・石英」明

　　　　磐石

　　カオリン、化帯；カオリン・石英，まれに絹雲母およ

　　　　　　　　　び母岩の未変質部

の累帯的な配列状態を示している。

明磐石小塊

ギ糎緊鍵嚢灘
1蕩碁編藷

脹

第16図　堂山鉱床群の賦存概念図

　一般にカオリン化帯は斑晶石英を残して斑晶長石類と

微晶珪長質の石基は，微細なカオリンと石英によつて交

代され，原岩の斑状構造が認められる。中西鉱床附近の

カオリン帯から得た試料（1）と大坑鉱床内にある黄鉄鉱

が著しく鉱染したr黒バン」（2）の分析結果は第13表の

通りである。

　堂山鉱床群は厚さ3～10m程度の扁平な塊状鉱床が

近接して多数生成されたものをいい，脈状あるいは小塊

状の小鉱体を除くと各鉱床は北または南の方向に10～

200の緩い傾斜を示しているが鉱床の傾斜面は多くの場

合母岩の流理面に平行している。長年にわたる採掘は主

としてこの堂山地区で行われ，また多くの探鉱坑道によ

表

＼成分（wt％）

試寵
（1）＊

（2）＊＊

Sio2

79．30

47．32

Tio2

0．08

0．13

A1203

15．14

37．30

Fe203』

0．55

（Fe2
0．51）

CaO

0．09

0．07

MgO

0．12

0．17

K：20

n。d

tr。

Na20

n．d

tr．

H20一

0．24

0．64

H20一

4．84

13。36

S

n．d

0．58

Tota1

100．36

100．08

分析：＊安藤武，綿福山鉱山資料
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兵庫県氷上郡・神崎郡下の蝋石鉱床（明馨石鉱床を含む）調査報告　（上野三義・塚脇鮪次・高橋博・岩隼周一）

って探査された結果，明磐石鉱床およびカオリ「ソ鉱床が

共存するものに大坑鉱床・大坑裏鉱床・中西2号鉱床およ

び3号鉱床があり，鉱床のなかに脈状ダイアスポアある
　　ぎ　し
いは「凝石」と称する多量の塊状ダイアスポアを伴なう

大西鉱床，中西2号・同3号鉱床・中西新・同裏鉱床・

大鋪鉱床などが稼行されている。

　4．7．4鉱石
　出荷される鉱石には，カオリン鉱と明馨石鉱とがあ

り，珪化帯の一部をクレー原料に若干利用している。カ
1
オ
リ ン鉱は一般に白色・淡灰色・暗厳色などの緻密塊状

砿で透明感があり，破面は貝殻状を示す。顕微鏡下では

径0．002～0．006mm程度のカオリン集合体で，少量の

斑晶石英・ダイアスポア・径0．005mm±の石英・明肇

石・黄鉄鉱を含むものがある。

．明暮石鉱は灰色または激色を呈し，栃原銘床の鉱石の

ように淡紅色のものは少ない。またカオリン鉱に較べて

蝋感に乏しく，明馨石が多いものほど光沢がない。・

　鉱右の品位を大別すればお二むね第14表の通りであ

る。

　ヵオリン鉱のうち，中西裏鉱床から採取した純白半透

明の試料を，化学分析した結果の1例を挙げれば第15表

の通りであつて顕微鏡で観察すると径0．003mm±のカ

第　14　表

耐火度，品質
　　SK

オリン集合体である。

また各鉱床のなかから若干の良質鉱をX線に』よつてテ

ストした結果，堂山地区にある鉱床の多くがディッカイ

トを主成分鉱物としたカオリン鉱床であることを明らか

にした。大西鉱床の特等蟻石に相当する試料のX・ray

DiffractmeterによるDiffraction　Pattemは．第17図の

通りであり・鉱石はディッカイトリ集合体であ，る・使用

条件を次に示す。

　　Target　　　Cu
　　Filter　　　　Ni

　　Voltage　　　30kVp
　　Current　　15mA
　　Counter　Full　Scale

　　Scale　Factor
　　Time　C6nstant
　　Scann五ng　Speed

　　Chart　Speed
　　Divergency．
　　R6ceivin＄Slit

4．7．5沿革・現況

鉱 石

副灘
ダイアス鉱
　　　（凝石）

混合ダイテス鉱

明麟石鉱
クレー用原石

組成鉱物
カオリン・少量の
ダイアスポア

カオリy・石英ま
れにダイアスポア

ダイアスポア・少
量のカオリン

ダイアスポア・カ
オリン’

カオリy。明馨石・
石英

石英・カオリy

35～36十Fe203
　　0．5％以下
33～34　　Fe203

　　1．0％以下

1600c／s

32

2sec
2。／m亙n

2cmlmin
lo

O14mm

37’》41

36～38

上鉱K：206～8％
並鉱K20　3～5％

純白，Fe203

　　0．5％以下

本鉱床は昭和，5年頃から播但砿業合資会社が稼行し，

昭和11年以後は蟻石を日本耐火原料株式会社が出鉱し，

明馨石鉱は浅田化学工業株式会社により採掘されてい

る。昭和23年から本確的に開発され100王Pのコンプ’レ

ヅサーを設置して，現在さく岩機による採掘を行つてい

る。また試錐機などをもち，蝋石鉱山としては近代的設

備をもつている。昭和30年10月現在における出荷量は

次の通りである。

鉱石1
ダイアス鉱

特等蝋石

1等蝋石

クレー用原石

明馨石鉱

出荷量（t1月）

約60
約60
約120
約100
約200

仕　向　先

大阪窯業株式会社

三石耐火煉瓦，その他

大阪窯業，九州耐火，その他

松本窯業株式会社

浅田化学工業株式会社

漏醐
」　　藍　　必，．

融糊脚、

・，』　　2ひ

へ贈■、繭
2も　　3』　　3去　　幽　　4』　　、幽

一酬
δち　　あ　　裟。　　己5　　60

で第17図福山鉱山産ディッカイトのX・rayDiffractionpattem
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第 15 表

SiαITiαIA刺F剃Ca・Mg・隣・（＋）陣q（一）IT・tal

44・7・1…6139・2gl・・2glg・231…81・4・2gl・・52199・56

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析：安藤　武

　4．7．6　結　び

　福山鉱山のカオリソ質蠣石鉱床は，NW－SE方向に長

い熱水変質帯中に多数生成されているが，堂山山頂附

近に発達する珪化帯の下部に胚胎される堂山鉱床群が，

最も稼行億値に富んでいる。堂山地区の各カオ星ン質蟻

石鉱床は，ディッカイトが主成分鉱物であつてダイアス

ポア・石英・明馨石などが伴なわれ，特に明馨石に富む

部分を明馨石鉱床としゼ稼行している。

　本鉱床からはSK：33以上の良質鉱を産L．，ダイアス

fポアの主要産地であるが，既知鉱床の大部分が採掘され

ているので，さらに下部に対する探鉱が必要である。

　　　　　　　　　　　　（昭和30年，10’》11月調査）
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3）岩生周一二目本の明馨石鉱床調査報告，地質調査
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図版1．葉蝋石鉱床の母岩（石英粗面岩）

　Q：Quartz

　Ab：Albite

　Bi：　Chloritized　Biotite

　An：Anorthoclase

　Ca：　Calcite

　Ch＝　Chlorite

G。M：SerlcitizedGroundmass

0』＿＿一一一一｝Q・5m㎝

図　版　1

　．図版2．弱変質石英粗面岩

　01：　01igoclase

　Q＝Quartz
　Bi：　Chloritized　Biotite

Mo：Montmorillonite

G．M：Sericite＆Chlorite－bearing

　　　Groundmass

鐡
、難

纏蟹竃醐、
一
．
璽

、臨、羅，

　　　　　　雛一 羅詳

0一＿一Q，5肌瓜

図　版　2

　図版3．角礫状構造ある葉蝋石鉱SK30

　　　　（原岩は角礫凝灰岩）

　Q：Quartz

P＋Q：Pyrophy皿te＆Quartz
P十K：　Pyrophyllite＆Kaolin　replacin9

　　　01igoclase

　He：Dusty　Hematite

O－O．5飢m
図　版　3



　図版4．原岩の斑状構造を残す葉蝋石鉱

　P：Aggregate　of　Pyrophyllite

K＋Q：Kaolin＆Quartz

P＋Q：Pyrophyllite＆Quartz

　Q：FinegrainQuartz

　H：Hematite

O』一一〇，5凧

図　版　4

図版5．含ダイアス鉱
Di：Diaspore

P：Pyrophyllite

Q：Quartz

O』一〇5皿m
図　版　5

竃
　饗蝋鑛・

図版6．含ダイアス鉱
Di：Diaspore

P：Pyrophyllite

Py：　Pyrite

、QL」二一〇．2吼吼

図　版　8




